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D i s c o v e r  O s a k i

政
市

ス
ク

ツ
ピ
ト

地域発

自分の住む地域を「おらほ」というと、親しみや愛着を感じませんか。

おらほの地域づくり、おらほの隠れた名所、おらほのおいしい特産

品、おらほの伝統のまつり、おらほのイベント・・・。

そんな、愛してやまない「おらほの地域」を発信します。

お・ら・ほ・の・ま・ち

田 尻 発古 川 発

岩 出 山 発

12
月
の
主
な
出
来
事

2
日

●

ト
ラ
ン
ス
イ
ー
ト
四
季
島

お
出
迎
え（
～
26
日
計
6

回
）

3
日

●

大
崎
市
民
生
委
員
・
児
童

委
員
委
嘱
状
交
付
式

5
日

●

第
14
回
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
式

6
日

●

令
和
元
年
第
4
回
大
崎
市

議
会
定
例
会（
～
20
日
）

11
日

●

古
川
地
域
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
1
年
間
達
成
感
謝
状

贈
呈
式

17
日

●

世
界
農
業
遺
産
座
布
団
贈

呈
式
（
㈱
東
北
イ
ノ
ア
ッ

ク
寄
贈
）

20
日

●

年
末
年
始
特
別
警
戒「
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
」
合

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
式

25
日

●

大
崎
地
域
世
界
農
業
遺
産

推
進
協
議
会
第
3
回
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推
進
会
議

27
日

●

仕
事
納
め
式

2019

豊
か
な
農
村
景
観
「
居
久
根
」
を
守
る
活
動
に
地

域
で
参
加

　

大
崎
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進

協
議
会
（
大
崎
市
・
色
麻
町
・
加
美

町
・
涌
谷
町
・
美
里
町
）
で
は
、
大
崎

耕
土
の
重
要
な
構
成
要
素
と
な
っ

て
い
る
、
屋
敷
林
「
居い

ぐ

ね

久
根
」
の
保

全
と
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
30
日
、
集
落
に
お
け
る
保

全
活
動
の
モ
デ
ル
の
一
つ
、
古
川

沢
田
上
行
政
区
が
主
体
と
な
り
、

地
域
住
民
と
、
市
内
外
か
ら
の
参

加
者
が
一
緒
に
居
久
根
の
保
全
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
崎
耕
土
の
居
久
根
に
は
、
防

風
だ
け
で
な
く
、
山
菜
や
野
菜
な

古代稲が十二支に変身！
　田尻地域の「たじり古代稲生産組合」では、健康

食品としても知られる古代稲（米）を使った「干

支」のわら細工作りに取り組んでいます。

　古代稲は「食用」と「加工用」があり、干支の細工

には加工用として栽培された稲を使います。柔ら

かく鮮やかな色の「紫稲」などで作るわら細工は、

干支のほかに「鶴」や「亀」をかたどった縁起物の

製作も行っています。

　地域の女性たちの「お茶っこ飲みの場」として

始まった干支づくり。ピークには数十人いたメン

バーが、現在は12人に減少しましたが、市内外の

団体などを対象

にわら細工作り

の講習会を開催

し て、多 く の 人

に細工づくりの

楽しさを伝えて

います。

　 今 年 の 干 支

「ネズミ」は、滑らかな肌の質感を出すために「イ

グサ」を使った特別仕様です。みちのく古川食の

蔵 醸室や田尻の直売所「さくらっこ」などで、1月

中旬頃まで販売されます。

しめ縄づくりで正月支度
　12月14日、古川志田地区公民館で、冬の風物

詩「しめ縄作り」が行われました。

　毎年恒例のこの行事には、地域の子どもから

お年寄りまで約50人が参加。地区保健推進員と

の共催で、世代間・地域の交流などを目的に行わ

れています。

　しめ縄の材料は、地元飯川熊野神社の協力で、

5月の「御
お た う え さ い

田植祭」で手植えをし、秋に収穫した

稲わらを使いました。子どもたちは、宮司さんに

縄のない方を教わりながら、慣れない手つきな

がらも真剣に取り組んでいました。

　この日はまた、最近ではあまり見られなく

なった「ミズキの飾り」づくりも行い、出来たて

の餅をきれいに飾り付けていました。

宇和島からの応援に感謝
　愛媛県宇和島市と大崎市が、姉妹都市盟約の締結から20周年を迎え

たことを記念し、11月29日から12月2日まで、「えひめ宇和島みかん

フェア」が開催されました。

　オープニングセレモニーでは、岡原宇和島市長から、台風19号で被

災された大崎市民へ向けて応援のメッセージをいただきました。

　会場の「あ・ら・伊達な道の駅」には、たくさんの人が訪れ、「応援みか

ん」や水産加工品など、宇和島の特産品を買い求める人でにぎわいま

した。

▲

良
い
一
年
に
な
る
よ
う
に
、
願
い

を
込
め
て
、
し
め
縄
づ
く
り

小
・
中
学
生
平
和
作
文
、
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
賞
作
品
を
表
彰
し
ま
し
た

▲地域住民と協力して刈り取った「さ
さ竹」を運ぶ参加者

▲伐採した太い幹は、チェーンソーで
解体。力が入ります

ど
食
料
の
自
給
や
、
カ
エ
ル
や
ク

モ
が
生
息
す
る
こ
と
で
、
近
隣
の

水
田
の
害
虫
を
抑
制
す
る
役
割
が

あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
高
齢
化
な
ど

で
管
理
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
一

面
も
あ
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
密
集
し
た
笹
や
竹

の
刈
り
取
り
や
、
枯
れ
枝
の
処
理

作
業
な
ど
に
汗
を
流
し
な
が
ら
、

居
久
根
の
役
割
や
活
用
法
な
ど
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
「
生
き
た
遺
産
」
大
崎
耕

土
を
後
世
に
つ
な
ぐ
た
め
に
、
学

習
・
体
験
の
場
を
継
続
的
に
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

▲

特
設
の「
蛇
口
か
ら
み
か
ん
ジ
ュ
ー

ス
」試
飲
体
験
に
喜
ぶ
子
ど
も
た
ち ▲今年も蕪栗沼・周辺水田には、約10万

羽を越える冬鳥が、越冬するため飛来
しています（令和元年12月16日現在）

▲かわいらしいネズミのわら細工

　

市
で
は
、
平
和
事
業
の
一
環
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
平
和
に
対

す
る
思
い
や
考
え
を
発
表
す
る

「
小
・
中
学
生
平
和
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
小
・
中
学
生
合
わ
せ

て
１
６
５
作
品
の
応
募
が
あ
り
、

10
人
の
皆
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し

た
。
入
賞
作
品
は
、
冊
子
に
ま
と
め

各
学
校
や
図
書
館
へ
配
架
す
る
ほ

か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
:/

/

w
w

w
.c

ity
.o

s
a
k
i.m

iy
a
g
i.jp

/

in
d
e
x

.c
fm

/1
7
,0

,6
7
,h

tm
l

）
に

前列：小学生の部で入賞した皆さん

後列：中学生の部で入賞した皆さん

入賞した皆さん

も
掲
載
し
ま
す
。

　

ま
た
、
読
書
活
動
の
普
及
向
上

の
た
め
「
大
崎
市
読
書
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
は
、
市
内
小
・
中
学
校
32

校
か
ら
３
９
９
点
の
応
募
が
あ

り
、
31
点
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

入
選
作
品
集
は
図
書
館
で
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も

図
書
館
で
た
く
さ
ん
の
本
と
出

会
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。


